
授業科目 小児言語障害学特論 ll
［担当教員名】 対象学年 4 i 対象学科 i 言語

学科全教員 開講時期 後期 i必修・選択 i 選択

単位数 2 i 時間数 i 30 

【一般目標： GIO】

言語聴覚障害学とその関連領域についての基礎知識を修得し、その体系化をはかる

【行動目標： SBO】

1言語聴覚障害学の専門基礎科目と専門科目，特に小児言語障害学に関連する基本的概念や知識を調ぺる

2言語聴覚士国家試験出題基準に沿いながら重要ながら重要な項目について説明する

3学習した知識を総合的に体系化する方法を学び、国家試験の合格水準に到達する

授業計画又は学習の主題 SBO 

回数 番号 学習方法、学習課題、備考

詳細は追って通知する オムニバス形式

【使用図書】 く書名＞ ＜著者名＞ く発行所＞ ＜発行年・価格•その他＞

教科書
ISBN:4-7639-3009-5 

参考書
適宜紹介する

その他の資料

【評価方法】 【履修上の留意点】

出席状況と定期試験により評価する 集中講義として開講する
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